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流 證エ學研究所報告

第 3巻築 3猿昭禾l123年 9月

獲 列 の 謝

．，前流膿工學研究所長栖原豊太郎先生は，昨昭和 21年9月に芽出度＜還暦を迎へら

れ，そして同年9月末日に九州大學の停年制内規により功成り名途げて九州大學教授

の職を僻され，同時に流研所長の椅子より去られ，現在乞はれてエ學部講師，流研嗚託

として尚教育研究の仕事に闊係して居らる＼とはいへ，閑実野鶴を友とするの境地に

悠々自適して居られます．

先生は明i、台43年，東駅帝國大學工科大學機械工學科を卒業せらるいや早くも，我國

の賂来に到する航空機の重要性を洞見起られて，直ちにその方面の研究に着手すると

共に，國丙に於ける航空學の教育並に研究の基礎確立に就て盛力せられ，元の束大航

空研究所や航空學科の創設が，先生の力に負ふ慮大であった事は人のよく知る幽であ

ります．更に昭和 9年旅順工科大學への赴任と共に同大學航空學科の創立及條満洲國

内航完機工業の疲展に努力せられ，又昭和］3年九州帝國大學に移られるに及んでは

父同大學内の航空學科創設に闊輿されました．そして更に流證エ學研究所の開設に参

劃努力せらるヽと共に，昭和 17年の創立以来昨昭和21年に到る 5年の間所長として

創設時の多Itな所務を司つてその薔ふ幽に誤なからしめ，今Hの旺盛なる所運を築き
・上げられたのであります．

尚，各種學會や法人の創立に参輿せられた事が甚だ多いのでありますが，それにも

まして，その精力的な研究力は，非常に多方面に光彩を放ち，本来の専門である航空登

載機に闊する碩究の外に，有名な高速度活動寓箕機の研究，流膿，弾性，熱等，特に應用

力學闊係のあらゆる部門に八面六胄の手腕を殺揮され，學界に不滅の業績を残すと共

に我々後輩への誘披指導に勘からざる力を致された事は戚謝に堪えぬと共に＇，大いに

敬服する虞であります、

此虐三十餘年に亘る劇務より離れて晴耕雨韻の境涯に入らるヽと云ふ事は人生の

ーエポツクヘのペリオ‘；； ・ドとして先生としては一面本壊とする幽かも知れませんが，

我々として，非常に寂塞を戚ずると共に，誠に残念に思ふのであります．

こ＼に些か我々流證工學研究所刷係者の先生に詞する敬総の情を披携位んが鴛に．

報告を先生の記念琥として疲列する事に致しました．幸びにして我々の心情を諒とせ

らる＼慮あれば欣快これに過ぐるもの有りません．

一言蕪僻を連ねて疲升」の僻と致します． ’

流憫エ學研究所長渡 邊 恵 弘

昭和 22年 1月 •‘ 




